自然界の 運動 を 解釈して 矛盾す ると ころがな いので、 

力の 考え はいよ いよ 明らかと なリ 質量の 考え もい よい 

よ 確かになる。 この 考え を 更に 押し 拡め 直接 筋力と 比 

較 する 事の 出来ぬ 種々 の 引力 斥力 を 考えて 森羅万象 を 

整然たる 規律の 下に 整理す るの が 物理学の 主な 仕事の 

一 つで ある。 

力の 考えから 仕事の 考えが 導かれる。 力の 作用せ る 

物が 動けば 力 は その物に 対して 仕事 をし、 また 仕事 を 

受ける。 その 仕事 は 力と 距離の 相乗積で 計る。 これが 

現在 力学の 中の 重要な BegriiT の 一 つで ある。 これ は 

しかし 力の ごとき 人間 感覚に 直接の 交渉 を 有せぬ 量で 



あって、 自然現象 を 整理す るに 便宜な 尺度の 一 つと 考 

えなければ なるまい。 仕事の 考えが 定まれば ェ ネル 

ギ ー の 考え はこれ から 導かれる。 すなわち 仕事 をな す 

能 を エネ ルギ ー と 名 づける。 ある 現象が 起って その 間 

に 甲が 乙に 仕事 をした とすれば 甲 は エネ ルギ— を 有つ 

ていたと 考え、 その 一 部 または 全体が 仕事と して 費や 

された と 考える。 仕事 を 受けた 方 はまた それだけの ェ 

ネル ギ ー を 受取った と 考えて よい。 これ もまた 一 つの 

便宜上の roegriff であって 自然 その物 はこの roegriff 

の 中には 少しも 含まれて おらぬ ので ある。 かくの ごと 

く 定めた energy なる ものが あらゆる 変化に 際して 総 



波と 考えられ、 マ クスゥ エルに 到って はこれ をェ ー テ 

ひず でんぱ 

ル 中の 電磁 的 歪みの 波状 伝播と 考えられ るに 到った。 

その後 アインスタイン 一 派 は 光の 波状 伝播 を 疑った。 

また 現今の 相対 原理で はェ— テルの 存在 を 無意味に し 

てし まった ようで ある。 それで 光と 称する 感覚 は 依然 

として 存 する 間に 光の 本体に 関して は 今日に 到る もな 

んらの 確かな 事 は 知られぬ ので ある。 それに も 関らず 

光が 一 種の エネ ルギ— であると いう 考え は 少しも 動か 

されない。 光が エネ ルギ ー を搬ぶ と 考え ると 光の あら 

ゆる 物理的 化学的 性質 を 説明して 矛盾す ると， 」 ろ がな 

ヽ o 
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音の 場合 は 光 ほど 六 かしく はない ようで ある。 この 

場合に は 音 を搬ぶ ものが 吾人の 直接 感覚し 得る 空気 だ 

からで ある。 この 場合 に は 吾人 は 直接 空気 の 振動 を認 

める 事が 出来る。 この 音が 伝わって 行く 際に エネ ル 

ギ ー が搬 ばれる と 考える と、 少しも 矛盾な く 諸般の 現 

象 を 説明す る 事が 出来る。 光 は 熱 を 生じ 化学作用 を 起 

しまた 圧力 を 及ぼして 機械的の 仕事 をす る。 音 も 鼓膜 

を 動かして 仕事 をし、 また 熱に も 変ずる。 しかるに 此 

の) J とく 搬 ばれ 彼 の， 、- J とく 変化す る エネ ルギ— の 本体 

は 何物 か。 これ は 吾人の 官能の 外に ある もので つまり 

一 つの 観念で は あるまい か。 物質の 観念が 未開人に も 



にこと ごとく 電磁 的な もので ないかと いう 疑い を 起さ 

ざる を 得な い。 もしそう であらば エネ ルギ ー と 物質と 

は 打して 一丸と なり、 物質すな わち エネ ルギ— となる 

訳で ある。 しかし この 疑問 はま だ なかなか 解決が つか 

ぬ。 陰電子と ともに 物質 を 構成して おりし かも 物質 質 

量の 大部分 をな している 陽電子なる ものの 性質 本体が 

まだ 分らぬ うち は 前途な お 遠し と 云わなければ なる ま 

ヽ o 
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物理学の 根 原 は 実験的の 事実で、 その 基と なる もの 

は 人間の 五感で ある。 しかし 物理学の 進歩す る ほど そ 

の 基と なる 五感 は 閑却され て 来る ので ある。 昔の 物理 



学で は 五感の 立場から 全く 別物と して 取扱った ものが 

だんだん 一 緒に な つ て 来る。 電波 や 熱 や 光 や X 線 や Y 

線 や、 人間 を 離れて 見れば 全く 同じ 物で 波の 長さと い 

う 事の 外に は 本質的の 差異 を 認めない。 六十 余 種の 原 

素 もお そらく はた だ 陰陽 電子の 異なる 排列に 過ぎぬ と 

考えられる。 いよいよ 進んで 物質と エネ ルギ— は 一 元 

に 帰しよう とする 傾向 さえ 生じて いる。 従来 不可解の 

疑問た る 万有引力なる もの もまた 光との 間に なんらか 

の 連鎖 を ほのめかして いるので ある。 

物理の 理の字 は 正に かくの ごと き 総括 を 意味す る と 

も 云える。 直接 五感に 触れる 万象 を ことごとく 偶然と 



考えない とすれば、 経験が 蓄積す るに つれて 概括 抽象 

が 行われ 箇々 の 方 則 を 生じ、 これらの 方 則が 蓄積 すれ 

ば 更に 一 段 上層の 概括が 起る。 そう なれば もはや 人間 

という もの は 宇宙の 片隅に 忘れられて しまって、 少数 

の 観念と 方 則が 独 リ幅を 利かす ようにな つ て 来る ので 

ある。 しかも この 大系 統は 結局 人間の 産物であって 人 

間 現在の 知識の 範囲 内に のみ 行わる る ものである。 ポ 

アン カレ— は 「方 則 は 不変な リゃ」 という 奇問 を 発し 

ている。 

(大正 四 年頃) 
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